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子どもへの絵本の読み聞かせに対する親の考え
－０歳児，５歳児，小学２年生の比較を通して－

藪中 征代＊１　 吉田 佐治子＊２

問題と目的
　絵本の読み聞かせは，子どもが生きていくために必須の活動

ではないが，行動選択の自由が各家庭にゆだねられている社会

文化的な行動である（秋田・無藤，1996）。文部科学省（2004）

の調査によると，実際には９割近くの児童生徒が乳幼児の頃に

母親から絵本の読み聞かせをしてもらった経験があり，多くの

家庭で日常的に行われている活動であるといえる。日本におけ

る絵本をめぐる状況は，2000年の「子ども読書年」以来，大き

く変化した。たとえば，乳児健診で全ての赤ちゃんに絵本を手

渡す「ブックスタート」運動⑴の広がりはめざましい。この運

動は，赤ちゃんと親が絵本を介して向き合い，「あたたかくて

たのしいことばのひとときをもつ」ことを応援するものであ

る。2014年８月31日現在，892の市区町村で実施されている（全

国の市区町村数は1741）。この広がりは，全国で生まれてくる

赤ちゃんの多くがブックスタートパックを受け取っていること

になる。さらに絵本を受け取るだけでなく，実際には4ヵ月の
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要旨
　本研究では、絵本の読み手である親に焦点を当て，親は絵本の読み聞かせにどのような考えをもっているの
か，また，親の考えは，子どもの発達年齢により変化していくのかを検討することを目的とした。2005年度生ま
れの０歳児をもつ親を第１回調査対象者（０歳児：282名）とし，2005年度生まれの子どもが，５歳児（第２回調査： 
625名），小学２年生（第３回調査：273名）の時期に，同一の内容の質問紙調査を計３回にわたり1180名の親を対象
に実施した。その結果，⑴親が考える絵本の読み聞かせの意義は，子どもの発達年齢にともなう変化はあまり認
められない，⑵0歳児，５歳児，小学２年生の時期を通して，「感性が育つ」「親子の絆が深まる」「空想したり夢
をもったりすることができる」という読み聞かせの過程で生じる側面に読み聞かせの意義を認めている親が多い，
⑶０歳児，５歳児，小学２年生の時期を通して，「知性が育つ」「ことばの発達が早くなる」「文字が覚えられる」と
いう読み聞かせの結果として生じる知的な側面に絵本の読み聞かせの意義を重視している親もいる，⑷読み聞か
せをしている親自身が，読み聞かせをしている本人にとってもよい影響があるということを理解していない，と
いった点が明らかとなった。
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Abstract
　The purpose of this study was to focus on parents as readers of picture books: to study what types 
of thoughts parents have toward reading picture books, and how, if at all, the parents’ thoughts change 
based on the child’s developmental age. A survey with identical contents was administered thrice to 1,180 
parents. The first survey participants were 282 parents with children born in 2005 aged 0; the second survey 
was administered to 625 parents with children aged 5 years, and the third survey was distributed to 273 
parents with children born in 2005, but currently in grade 2. The research  findings are as follows: 1） Not 
many differences regarding the parents’ thoughts on the significance of reading picture books based on the 
child’s developmental age were observed. 2） Many parents recognized the significance of reading and the 
developmental aspects facilitated through the reading process, such as “developing sensitivity,” “strengthening 
the parent‒child relationship,” and “encouraging children to imagine or dream,” which were applicable across 
all ages of 0, 5, and 2nd graders. 3） Some  parents  stressed the significance of reading picture books for 
the intellectual development facilitated  by reading, such as “cultivating intelligence,” “accelerating speech 
development,” and “learning to read” across all ages of  0,  5, and 2nd graders. 4） The parents performing the 
readings were not aware of its positive effects on the readers themselves.
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ること，重視する意義は個人差が認められること，意義の認識

と読み聞かせ頻度とは関連が認められること，が示された。ま

た，乳児の絵本との出会いについての実態やその効果について

は，ブックスタート事業のパイロット地区である杉並区での調

査報告（秋田・横山・森田・菅井，2002）や沖縄県での報告（友

利・嘉数・若松，2004）などがある。

　幼児期の読書行動に及ぼす家庭環境の影響について，秋田・

無藤（1996）は，幼児期の読み聞かせに対する母親の意義の認

識を幼稚園の年長・年中・年少児をもつ母親293名を対象に検

討している。その結果，読み聞かせの意義として「空想・ふれ

あい」という内生的意義を重視する者が多いが，「文字・知識

習得」という読み聞かせの結果として生じる外生的意義を重視

する者もいた。すなわち，読み聞かせに見出す意義は必ずしも

皆同じではなく，個人差があることが明らかとされた。

　それでは，子どもに絵本を読み聞かせる主体である親は，な

ぜ絵本の読み聞かせを行っているのだろうか。実のところ，絵

本の読み聞かせに関する研究では，乳幼児からの絵本の読み聞

かせの実態やその効果に関する研究は多くみられるが，読み聞

かせ行動を選択する主体である親の意識に焦点を当てた研究は

少ない。また，読み聞かせの主体である親が，読み聞かせ対象

である子どもの年齢（発達段階）に即応した意識の変化を検討

した研究はほとんど見当たらない。さらに，秋田・無藤（1996）

の研究では，幼児期の発達年齢の違いによる親の意識の変化を

とらえている。本調査では乳児期，幼児期（５歳児），特に就学期，

そして，入学後の小学２年生の読み聞かせに対する考えについ

ての認識について，実証的検討を行うことにする。

　以上，本研究では，絵本の読み手である親に焦点を当て，親

は絵本の読み聞かせにどのような考えをもっているのか，また，

どのような意義を見出しているのか，親の考えは，子どもの発

達年齢により変化していくのかを検討することを本論文の具体

的目的とする。

方法
１．手続き
　調査は，2005年度生まれの０歳児をもつ親を第１回調査対象

者（０歳児）とした。2005年度に生まれた子どもが，５歳児（第

２回調査），小学２年生（第３回調査）の時期に，同一の内容の

質問紙調査を計３回にわたり実施した。

　調査時期は以下の通りである。第１回調査は2005年12月～

2006年２月，第２回調査は2012年２月～３月，第３回調査は，

2014年２月～３月に行った。

　第１回（０歳児）調査は，関東地方の保健センターにおいて

ポリオ接種時に0歳児を第一子にもつ親に質問紙を724部配付し，

郵送法により283部回収（回収率39.1％）した。

　第２回（５歳児）調査は，関東地方にある10の幼稚園，関西

赤ちゃんの6割近くがすでに読み聞かせを体験しているという

調査結果もある（横山・秋田，2002；藪中・吉田，2010）。また，

毎年国内で出版される新刊絵本の数は約2000冊にのぼり（川内，

2012），あふれる絵本と早まる出会いということばで，現在の

子どもと絵本の関係は表現できるであろう。

　一方，絵本をめぐる心理学的研究においては，乳幼児期に着

目して，絵本の読み聞かせ体験と言語発達の関連について，新

しい概念の枠組みの創出について検討している（Fletcher & 

Resse，2005）。また，乳幼児期に絵本を読み聞かせてもらう

という経験は，子どもの自己形成や共感性，協調性を育てるな

ど，情緒や対人関係の発達に関係し（今井・坊井，1994；守屋，

1994；植田・濱野，2004），その後の主体的な読書活動にもつ

ながるといわれている。

　このように，絵本は乳児期の早い時期から，子どもたちの生

活の中に存在し，脚光を浴びている。そして，絵本の読み聞か

せは，子どもが最初に経験する読書活動である。ここでの読書

活動を充実させることにより，主体的な読書活動に繋がってい

くのである。この主体的な読書活動は，子どもがことばを学び，

感性を磨き，表現力を高め，想像力を豊かなものにし，人生を

より深く生きる力を身につけていく上で欠くことのできないも

のである（文部科学省，2001）。このような児童期以降の読書

推進のためにも乳幼児期からの絵本の読み聞かせの経験は大き

な役割を担っているといえるだろう。

　しかし，絵本の読み聞かせなどの読書の重要性は分かってい

るが，どのように読み聞かせや選書をしたらいいか分からない

という親が多いことも事実である（松井・佐藤・上村，2007）。

親自身がすでに活字離れの世代なのである。情報を得るための

メディアは，本以外にもたくさんあり，情報収集の手段は読書

に限らないのではないかという意見もある。このような状況の

現代においても子どもの発達に及ぼす読書の意義は大きいであ

ろう。特に乳幼児期において，読書は絵本が主体となるが，絵

本のもつ教育的意味だけでなく，親子間の情緒的つながりの面

でも大きいと考えられている。田代（2001）は，「子どもと楽し

い時をすごそうと大人が読んであげたくなるのが絵本です」と

指摘している。また，絵本の本質について「絵本は大人に読ん

でもらうもの。耳から聞いた言葉と目で見た言葉の世界が子ど

もの中で１つになり，そこに絵本はできる」（松居，2001）と

述べている。

　乳幼児期の家庭での絵本の読み聞かせは，親，特に母親が読

み手である場合が多い。子どもの読書行動に及ぼす親の影響を

検討した実証的研究としては次のようなものがある。乳児期の

読み聞かせに対する親の意義の認識については，藪中・吉田

（2010）が検討した。283名の乳児をもつ母親を対象に質問紙調

査を実施した結果，乳児期の絵本の読み聞かせに対して，「知性・

文字」「空想・絆」「聴く」「本好き」の４つの意義を認めてい
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地方にある７つの幼稚園の５歳児学級に在籍する幼児の親を対

象とした。配付数は，1017部で，637部回収（62.6％）した。

　第３回（小学２年生）調査は，関東地方にある５つの小学校

２年生に在籍する児童の親を対象とした。質問紙の配付数は

475部で，274部回収（57.7％）した。

　質問紙は無記名で，さらに回収の際に個人が特定されないよ

うに配慮した。具体的には，幼稚園，小学校を通じて回収を依

頼した第２回と第３回調査では，同封した封筒に入れて封をし

て提出してもらった。

　第２回調査で関東地方と関西地方の親の考えに大きな違い

がある可能性を留意し，親の絵本の読み聞かせに対する考え

の各項目について地方別にPearsonの相関係数を通して検討し

た。その結果，最低の項目でも0.90以上の相関が確認されたた

め，関東地方と関西地方の親のデータを合わせて分析対象とす

ることとした。

　調査にあたっては，「子どもが小さいうちはのびのびと外で

遊ぶ方がよい，知識よりも体験をというご家庭，小さい頃から

本を読む楽しみを与えたい，文字に触れるのがよいというご家

庭など，乳児期（幼児期・児童期）の読書に関してはいろいろ

な考えをもったご家庭があると思います。そこで，Ｍ市保健福

祉課（幼稚園・小学校）の協力を得て，こうした考えと実態を

調べるのが，本調査のねらいです」と説明を付した。回答頂く

方は，対象の子どもを主として養育されている方に依頼した。

また，この調査は強制でないこと，プライバシーが保障されて

いることを明記した依頼書も同封し，調査を依頼した。さらに，

本調査は，第一著者が所属する研究機関の研究倫理委員会にお

ける承認を経て実施している。

２．調査対象者
　０歳児調査では，2005年度出生の4ヵ月から12ヵ月の0歳児（男

児137名，女児146名）をもつ親283名（母親283名），幼児期調

査では，2005年度出生の５歳児（５歳児学級在籍の幼児：男児

327名，女児310名）をもつ親637名（父親９名，母親628名，祖

母１名），児童期調査では，2005年度出生の小学２年生（男児

129名，女児145名）をもつ親274名（父親23名，母親250名，祖

母１名）の計1195名であった。本研究では，対象とする子ども

を特に養育している者を親ととらえ，母親，祖母，父親のデー

タを含めて分析した。

　本研究では，「絵本の読み聞かせをすることは，子どもにと

ってどのようなよいことがあると思いますか」という質問に対

して無回答であった15名（０歳児：１名，５歳児：13名，小学

２年生：１名）を除いた1180名（０歳児：282名，５歳児：625名，

小学２年生：273名）を分析の対象とした。

３．調査内容
　家庭での読書環境についての質問，絵本との出会いに関する

親の認識についての質問，親の読み聞かせに関する意義について

の質問，テレビ視聴についての質問，子育て環境と子育てに対

する気持ちについての質問，フェイスシートから構成されている。

　本研究では，このうち親の読み聞かせの意義について分析を

行った14項目の具体的な内容は以下の通りである。

１：感性が育つ

２：親子の絆が深まる

３：子どもが本を好きになる

４：知性が育つ

５：人の話が聞ける子になる

６：子どもの頃の思い出になる

７：ことばの発達が早くなる

８：親がゆったりした気分になる

９：子どもが落ち着く

10：親の子への愛情が深まる

11：親が絵本を楽しめる

12：子どもが親を好きになる

13：空想したり夢をもったりすることができる

14：文字を覚えられる

結果
　「絵本の読み聞かせをすることは，子どもにとってどのよ

うなよいことがあると思いますか」という質問に対する回答

は，第1位から第３位までを選ぶかたちであったが，本研究では，

順位は考慮せず，選択された３項目を同じように扱うこととし

た。なお，以下の統計処理は，SPSS12.0Jを用いて行った。

１．子どもの発達と選択された絵本の読み聞かせの意義
　各時期における読み聞かせの意義についての選択人数を表

１に示した。各項目においてχ２検定を行ったところ，項目３

「子どもが本を好きになる」（χ２⑵=23.421，p<.01），項目５

「人の話が聞ける子になる」（χ２⑵=14.170，p<.01），項目７

「ことばの発達が早くなる」（χ２⑵=14.170，p<.01），項目13

「空想したり夢をもったりすることができる」（χ２⑵=48. 938，

p<.01），項目14「文字を覚えられる」（χ２⑵=10.611，p<.01）に

ついて，人数の偏りが有意であった。

　残差分析を行ったところ，項目３「子どもが本を好きになる」

では，０歳児で有意に少なく，５歳児で有意に多くなっている。

項目５「人の話が聞ける」では，５歳児で有意に多く，小学２

年生で有意に少なくなっている（p<.05）。項目７「ことばの発

達が早くなる」では，５歳児で有意に少なく，小学２年生で有

意に多い（p<.05）。項目13「空想したり夢をもったりすること

ができる」では，０歳児・小学２年生で有意に多く，５歳児で

有意に少ない（p<.05）。項目14「文字を覚えられる」では，０

歳児で有意に少なく，５歳児で有意に多かった（p<.05）。

　また，各項目を選択した人数によって順位づけしたものを表

２に示した。各年齢時期とも，項目１「感性が育つ」が最も多く，
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「親の子への愛情が深まる」，項目11「親が絵本を楽しめる」，項

目12「子どもが親を好きになる」を選んだ親は５％以下であった。

２．子どもの発達と絵本の読み聞かせの意義の分類
　各時期において，親が選択した読み聞かせの意義を数量化Ⅲ

類によって分析し，得られた13個の解のうち，相関係数が0.6

以上のものを取り出したところ，各時期とも第２解までとなり，

第１解を第１軸，第２解を第２軸とした。各軸のカテゴリース

コアを表３～５に，第1解を横軸に，第２解を縦軸にとった各

項目の布置図を図１～３に示した。

　各軸の正負によって分類すると次のようになる。０歳児（表

３）では，①［項目７・10・14］：ことばの発達が早くなる，親

の子への愛情が深まる，文字を覚えられる，②［項目５・８・

11］：人の話が聞ける子になる，親がゆったりした気分になる，

親が絵本を楽しめる，③［項目２・６・12］：親子の絆が深まる，

子どもの頃の思い出になる，子どもが親を好きになる，④［項

目１・４・９・13］：感性が育つ，知性が育つ，子どもが落ち

着く，空想したり夢をもったりすることができる，であった。

　５歳児（表４）では，①［項目３・６・８・11・12］：子ども

が本を好きになる，子どもの頃の思い出になる，親がゆったり

した気分になる，親が絵本を楽しめる，子どもが親を好きにな

る，②［項目１・４・７］：感性が育つ，知性が育つ，ことばの

発達が早くなる，③［項目５・13・14］：人の話が聞ける子にな

る，空想したり夢をもったりすることができる，文字を覚えら

れる，④［２・９・10］：親子の絆が深まる，子どもが落ち着く，

親の子への愛情が深まる，であった。

　小学２年生（表５）では，①［項目６・９・12・13］：子ども

の頃の思い出になる，子どもが落ち着く，子どもが親を好きに

なる，空想したり夢をもったりすることができる，②［項目3・

7・11・14］：子どもが本を好きになる，ことばの発達が早くな

る，親が絵本を楽しめる，文字を覚えられる，③［項目１・４・

５］：感性が育つ，知性が育つ，人の話が聞ける子になる，④

０歳児，５歳児では約¾，小学２年生でも約７割の親が選んで

いた。また，時期によって多少順位や選んだ人数に変動はある

ものの，項目２「親子の絆が深まる」，項目３「子どもが本を好

きになる」，項目13「空想したり夢をもったりすることができる」

も多く選ばれていた。一方で，選ぶ人が少ない項目も各時期で

共通しており，項目８「親がゆったりした気分になる」，項目10

表１　 各時期における読み聞かせの意義についての選択人数

項目
０歳児 5歳児 小学２年生

人 ％ 人 ％ 人 ％
1 感性が育つ 212 75.2 470 75.2 189 69.2 
2 親子の絆が深まる 114 40.4 279 44.6 110 40.3 
3 子どもが本を好きになる ** 117 41.5 365 58.4 135 49.5 
4 知性が育つ 66 23.4 126 20.2 72 26.4 
5 人の話が聞ける子になる ** 45 16.0 142 22.7 35 12.8 
6 子どもの頃の思い出になる 27 9.6 55 8.8 24 8.8 
7 ことばの発達が早くなる ** 31 11.0 33 5.3 38 13.9 
8 親がゆったりした気分になる 10 3.5 20 3.2 14 5.1 
9 子どもが落ち着く 22 7.8 44 7.0 24 8.8 
10 親の子への愛情が深まる 7 2.5 20 3.2 13 4.8 
11 親が絵本を楽しめる 7 2.5 15 2.4 2 0.7 
12 子どもが親を好きになる 6 2.1 4 0.6 2 0.7 
13 空想したり夢をもったりすることができる ** 161 57.1 209 33.4 131 48.0 
14 文字を覚えられる ** 20 7.1 91 14.6 30 11.0 

**p<.001

表２　 各時期における選択人数による項目の順位
順位 0歳児 5歳児 小学２年生
1 項目1 項目1 項目1
2 項目13 項目3 項目3
3 項目3 項目2 項目13
4 項目2 項目13 項目2
5 項目4 項目5 項目4
6 項目5 項目4 項目7
7 項目7 項目14 項目5
8 項目6 項目6 項目14
9 項目14 項目9 項目6
10 項目9 項目7 項目9
11 項目8 項目8 項目8
12 項目10 項目10 項目10
13 項目11 項目11 項目11
14 項目12 項目12 項目12

注：
項目
No. 項目

1 感性が育つ
2 親子の絆が深まる
3 子どもが本を好きになる
4 知性が育つ
5 人の話が聞ける子になる
6 子どもの頃の思い出になる
7 ことばの発達が早くなる
8 親がゆったりした気分になる
9 子どもが落ち着く
10 親の子への愛情が深まる
11 親が絵本を楽しめる
12 子どもが親を好きになる
13 空想したり夢をもったりすることができる
14 文字を覚えられる
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［項目２・８・10］：親子の絆が深まる，親がゆったりした気分

になる，親の子への愛情が深まる，であった。

　各軸の値をみると，０歳児（図１）では，第１軸は，正の方

向に大きいのが項目14（文字を覚えられる）・４（知性が育つ）・

７（ことばの発達が早くなる），負の方向に大きいのが項目12（子

どもが親を好きになる）・８（親がゆったりした気分になる）・

11（親が絵本を楽しめる）であり，「知的発達⇔親の安定」と名

付けられる。第２軸は，正の方向に大きいのが項目11（親が絵

本を楽しめる）・14（文字を覚えられる）・７（ことばの発達が

早くなる），負の方向に大きいのが項目６（子どもの頃の思い

出になる）・12（子どもが親を好きになる）・９（子どもが落ち

着く）であり，「親の楽しみ⇔子どもの楽しみ」と名付けられる。

　５歳児（図２）では，第１軸は，正の方向に大きいのが項目

８（親がゆったりした気分になる）・12（子どもが親を好きにな

る）・６（子どもの頃の思い出になる），負の方向に大きいのが

表３　数量化Ⅲ類による２つの軸とその値（０歳児）
（ａ）　第1軸 （ｂ）　第2軸

項目14 文字を覚えられる 1.57226 項目11 親が絵本を楽しめる 4.37357
項目4 知性が育つ 0.80314 項目14 文字を覚えられる 3.79141
項目7 ことばの発達が早くなる 0.78885 項目7 ことばの発達が早くなる 2.22571
項目3 子どもが本を好きになる 0.59791 項目10 親の子への愛情が深まる 1.73742
項目10 親の子への愛情が深まる 0.57668 項目8 親がゆったりした気分になる 1.12328
項目13 空想したり夢をもったりすることができる 0.37104 項目5 人の話が聞ける子になる 0.82122
項目9 子どもが落ち着く 0.25400 項目4 知性が育つ -0.14083
項目1 感性が育つ 0.08274 項目3 子どもが本を好きになる -0.15680
項目6 子どもの頃の思い出になる -0.14778 項目2 親子の絆が深まる -0.17353
項目2 親子の絆が深まる -0.84294 項目1 感性が育つ -0.20958
項目5 人の話が聞ける子になる -1.37401 項目13 空想したり夢をもったりすることができる -0.38680
項目11 親が絵本を楽しめる -2.81635 項目9 子どもが落ち着く -0.48695
項目8 親がゆったりした気分になる -5.23338 項目12 子どもが親を好きになる -1.16122
項目12 子どもが親を好きになる -5.30016 項目6 子どもの頃の思い出になる -2.36970

表４　数量化Ⅲ類による２つの軸とその値（５歳児）
（ａ）　第1軸 （ｂ）　第2軸

項目8 親がゆったりした気分になる 4.33855 項目12 子どもが親を好きになる 5.38008
項目12 子どもが親を好きになる 3.90407 項目11 親が絵本を楽しめる 3.87933
項目6 子どもの頃の思い出になる 3.34668 項目7 ことばの発達が早くなる 2.77930
項目11 親が絵本を楽しめる 3.21254 項目4 知性が育つ 1.39578
項目10 親の子への愛情が深まる 2.48227 項目6 子どもの頃の思い出になる 0.92912
項目2 親子の絆が深まる 0.34702 項目8 親がゆったりした気分になる 0.88016
項目9 子どもが落ち着く 0.27178 項目1 感性が育つ 0.18440
項目3 子どもが本を好きになる 0.00971 項目3 子どもが本を好きになる 0.12773
項目1 感性が育つ -0.16836 項目14 文字を覚えられる -0.25571
項目13 空想したり夢をもったりすることができる -0.19349 項目2 親子の絆が深まる -0.26764
項目5 人の話が聞ける子になる -0.40880 項目13 空想したり夢をもったりすることができる -0.51403
項目4 知性が育つ -0.91169 項目5 人の話が聞ける子になる -0.87176
項目14 文字を覚えられる -1.41021 項目10 親の子への愛情が深まる -3.43142
項目7 ことばの発達が早くなる -2.29663 項目9 子どもが落ち着く -3.44311

項目７（ことばの発達が早くなる）・14（文字を覚えられる）・

４（知性が育つ）であり，「情緒⇔知的発達」と，第２軸は，正

の方向に大きいのが，項目12（子どもが親を好きになる）・11（親

が絵本を楽しめる）・７（ことばの発達が早くなる），負の方向

に大きいのが，項目９（子どもが落ち着く）・10（親の子への愛

情が深まる）・5（人の話が聞ける子になる）であり，「子どもの

気持ち⇔子どもの安定」と名付けられる。

　小学２年生（図３）では，第1軸は，正の方向に大きいのが項

目12（子どもが親を好きになる）・６（子どもの頃の思い出にな

る）・８（親がゆったりした気分になる），負の方向に大きいの

が項目11（親が絵本を楽しめる）・14（文字を覚えられる）・７（こ

とばの発達が早くなる）であり，「子どもの楽しみ⇔親の楽し

み」と，第２軸は，正の方向に大きいのが項目12（子どもが親

を好きになる）・11（親が絵本を楽しめる）・６（子どもの頃の

思い出になる），負の方向に大きいのが項目10（親の子への愛

表５　数量化Ⅲ類による２つの軸とその値（小学２年生）
（ａ）　第1軸 （ｂ）　第2軸

項目12 子どもが親を好きになる 6.12911 項目12 子どもが親を好きになる 9.95564
項目6 子どもの頃の思い出になる 2.95923 項目11 親が絵本を楽しめる 6.86536
項目8 親がゆったりした気分になる 2.16322 項目6 子どもの頃の思い出になる 1.84543
項目9 子どもが落ち着く 1.86484 項目14 文字を覚えられる 1.31396
項目10 親の子への愛情が深まる 1.66480 項目7 ことばの発達が早くなる 1.22844
項目2 親子の絆が深まる 0.64564 項目9 子どもが落ち着く 0.23081
項目13 空想したり夢をもったりすることができる 0.02429 項目3 子どもが本を好きになる 0.07972
項目1 感性が育つ -0.10813 項目13 空想したり夢をもったりすることができる 0.01167
項目3 子どもが本を好きになる -0.11674 項目1 感性が育つ -0.03065
項目4 知性が育つ -0.93296 項目2 親子の絆が深まる -0.11703
項目5 人の話が聞ける子になる -1.00895 項目4 知性が育つ -0.57673
項目14 文字を覚えられる -1.35209 項目5 人の話が聞ける子になる -1.16437
項目7 ことばの発達が早くなる -1.79005 項目8 親がゆったりした気分になる -2.21303
項目11 親が絵本を楽しめる -3.45010 項目10 親の子への愛情が深まる -3.84134
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情が深まる）・８（親がゆったりした気分になる）・５（人の話

が聞ける子になる）であり，「子どもの気持ち⇔親の気持ち」と，

それぞれ名付けることができる。

考　察
１．子どもの発達と選択された絵本の読み聞かせの意義
　藪中・吉田（2010）は，Kruglanski（1975）の「内生的帰属―

外生的帰属」という帰属の分類概念を用いて，乳児期の読み聞

かせに対する母親の意義を，読み聞かせの過程で生じることを

重視する内生的意義と，結果としての所産や効用，その結果が

他の目標の手段として働くことを重視する外生的意義の２種類

に分けてとらえている。本研究においてもその分類を適用して

考えることとする。

　2005年度出生の子どもが０歳児，５歳児，小学２年生の時期

に，その親の読み聞かせ対する意義の認識を検討し，次のこと

が明らかとなった。

　第一に，子どもの年齢が上がっても，親が考える絵本の読み

聞かせの意義は，大きく変化はしないということである。各年

齢時期で多く選ばれた「感性が育つ」，「子どもが本を好きにな

る」，「親子の絆が深まる」「空想したり夢をもったりすること

ができる」に共通しているのは，子どもの情緒面への配慮であ

る。多くの親は，「感性や空想・親子の絆」という読み聞かせ

注：
項目
No. 項目

1 感性が育つ
2 親子の絆が深まる
3 子どもが本を好きになる
4 知性が育つ
5 人の話が聞ける子になる
6 子どもの頃の思い出になる
7 ことばの発達が早くなる
8 親がゆったりした気分になる
9 子どもが落ち着く
10 親の子への愛情が深まる
11 親が絵本を楽しめる
12 子どもが親を好きになる
13 空想したり夢をもったりすることができる
14 文字を覚えられる

注：
項目
No. 項目

1 感性が育つ
2 親子の絆が深まる
3 子どもが本を好きになる
4 知性が育つ
5 人の話が聞ける子になる
6 子どもの頃の思い出になる
7 ことばの発達が早くなる
8 親がゆったりした気分になる
9 子どもが落ち着く
10 親の子への愛情が深まる
11 親が絵本を楽しめる
12 子どもが親を好きになる
13 空想したり夢をもったりすることができる
14 文字を覚えられる

図１　数量化Ⅲ類による項目の布置図（０歳児）

図２　数量化Ⅲ類による項目の布置図（５歳児）
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の過程で生じる内生的意義を重視していると考えることができ

る。一般に，読書の目的の１つとして知的効用があげられるこ

とが多い。本調査においても，「知性が育つ」，「ことばの発達

が早くなる」，「文字を覚えられる」という読み聞かせの結果と

して生じる知的な外生的意義を重視している親がいることが示

された。すなわち，読み聞かせに見いだす意義は必ずしも皆同

じではないことが明らかとなった。しかしながら，幼い子ども

に対する絵本の読み聞かせについては，絵本の内容を単に子ど

もに伝えることにより，ことばや文字，お話の知識を与えて育

てるということよりも，多くの親は読み聞かせの過程で生じる

内生的な意義である「感性や空想・親子の絆」をより重視して

いるといえる。これは，「絵本を読み聞かせる」ということが，

親と子がともに絵本に向き合い，絵本を介して対話し，「感性

や空想・親子の絆」という読み聞かせの過程自体がもっている

経験や感想を共有する場であるということを示している。この

結果は，一見すると当たり前のようであるが，乳児期から小学

２年生までの親がもつ考えを明らかにした点で重要な指摘であ

ると考える。

　第二に，絵本の読み聞かせが親自身に影響を及ぼすものであ

ることとはとらえられていないということである。各時期を通

して，選んだ人が少ない「親がゆったりした気分になる」，「親

の子への愛情が深まる」，「親が絵本を楽しめる」，「子どもが親

を好きになる」に共通しているのは，間接的にではあれ子ども

に影響を与えるものではあるが，親が主体であることとはとら

えていないことである。すなわち，絵本の読み聞かせの意義を

問われたときに親がまず考えるのは，子どもへの直接的な影響

である。読み聞かせでは，聞き手である子どもだけでなく，読

み手である大人にも影響を与える，相互作用をもったコミュ

ニケーションであることは明らかとなっている（藪中・吉田，

2014）。しかし，読み聞かせをしている親自身が，読み聞かせ

をしている本人にとってもよい影響があるということを理解し

ていないための結果であるといえよう。

　第三に，全体の傾向としては，子どもの年齢による大きな違

いはないが，時期によって選ぶ人数が異なる項目があることが

示唆された。５歳児に多く０歳児に少ないのは，「子どもが本

を好きになる」，「文字を覚えられる」であった。これらは，子

どもが幼い時にはあまり重視されないが，就学を控えた時期に

関心をもつものであろう。５歳児と小学２年生で違いがあるの

は，「人の話が聞ける子になる」と「ことばの発達が早くなる」

であった。「人の話が聞ける子になる」は５歳児に多く，小学

２年生で少ないが，これもやはり就学期の子どもにとって重要

とみなされているものであろう。逆に，５歳児に少なく小学２

年生で多いのが「ことばの発達が早くなる」であるが，これに

ついては，「ことば」の意味が就学前後で異なっているのでは

ないだろうか。すなわち，就学前は「おしゃべり」を代表とす

る話し言葉を中心とした「ことば」であり，これは，年長児と

もなればほぼ完成している。就学後は教室での言葉遣いや読み

書きなど，幼児期とは異なった言葉の使い方が求められる。「こ

とばの発達が早くなる」の結果は，このことを反映したものと

考えられよう。「空想したり夢をもったりすることができる」は，

０歳児，小学２年生で多く，５歳児で少なかった。子どもが幼

いときには「空想・夢」が大事だと考えられているが，就学前

には，より“現実的”なことに関心が移り，小学生になればま

た，「空想・夢」が重視されるということであろうか。

２．子どもの発達と絵本の読み聞かせの意義の分類　
　数量化Ⅲ類によって絵本の読み聞かせの意義を分類した結果

注：
項目
No. 項目

1 感性が育つ
2 親子の絆が深まる
3 子どもが本を好きになる
4 知性が育つ
5 人の話が聞ける子になる
6 子どもの頃の思い出になる
7 ことばの発達が早くなる
8 親がゆったりした気分になる
9 子どもが落ち着く
10 親の子への愛情が深まる
11 親が絵本を楽しめる
12 子どもが親を好きになる
13 空想したり夢をもったりすることができる
14 文字を覚えられる

図３　数量化Ⅲ類による項目の布置図（小学2年生）
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からは，子どもの発達によって同じグループになる項目が異な

ることがわかった。どの時期においても同じグループに属して

いるのは「感性・知性が育つ」，「子どもの頃の思い出・子ども

が親を好きになる」である。どの時期においても，それぞれ一

方を重視している人は他方も重視していることになる。「感性

が育つ」については，70～75％の人が，「知性が育つ」で20～

25％の人が選んでおり，「感性」と「知性」とがバランスよく

育つことを，子どもの年齢にかかわらず，親は望んでいるとみ

ることができよう。「子どもの頃の思い出になる」については，

１割弱，「子どもが親を好きになる」ではさらに少数の人しか

選んでいない。これらを選んだ親は，絵本を読み聞かせの結果

として生じる外生的意義を重視し，絵本を読み聞かせることか

らの直接的な影響ではなく，間接的な影響を重視していると考

えることができる。これは，親の考える絵本の読み聞かせの意

義が多様であることを示すものといえよう。その他の多くの項

目は，時期によって異なるグループに分かれているが，これは，

時期によって，絵本の読み聞かせの意義を複数選ぶときの組み

合わせ方が変わっていることを示している。

　分類の軸についても，時期によって変化している。各軸の値

から，０歳児では，第１軸は「知的発達⇔親の安定」，第２軸は「親

の楽しみ⇔子どもの楽しみ」，５歳児では，第１軸は「情緒⇔

知的発達」，第２軸は「子どもの気持ち⇔子どもの安定」，小学

２年生では，第１軸は「子どもの楽しみ⇔親の楽しみ」，第２

軸は「子どもの気持ち⇔親の気持ち」と名付けたが，各時期を

通して同じ軸はない。親が考える絵本の読み聞かせの意義は，

子どもの発達段階によって変わっていくことが，このことから

も示されたといえよう。

本研究の課題と今後の展望
　本研究では，養育者を対象として調査を行ったが，実際の回

答者は母親がほとんどであった。実際に子どもに読み聞かせを

行っているのは，母親だけではないことは本研究からも明らか

である。絵本・子育て・読み聞かせを応援しているコミュニテ

ィサイト「miːte（ミーテ）が公表したアンケート調査結果⑵に

よると，母親以外にも読み聞かせをする家庭は全体の80％にの

ぼり，そのうち48％の父親が読み聞かせを行っている。また，

父親の読み聞かせの実態については，伊東・谷出（2010），駒

井（2011）などが調査し，父親の読み聞かせの実態を明らかに

している。現代の子どもが経験している読み聞かせの実態によ

り近づけるためには，父親をはじめ他の養育者の読み聞かせに

対する意義も明らかにしていく必要があるだろう。

　また，本研究では親の読み聞かせの意識に焦点を当てており，

実際にどのように読み聞かせが行われているか，については明

らかにされていない。実際の読み聞かせ行動と読み聞かせに対

する意義を縦断的研究で追跡することで，読み聞かせの意義や

注
（1）  ブックスタートは，1992年イギリスで最も多民族の人たちが住むバー

ミンガム市において，読み書き能力の育成という就学準備教育の目的
で始まった運動である。日本には，2000年の「子ども読書年」に「子
ども読書推進会議」によって紹介され，2001年4月に本格的に実施され
た。導入の際，日本ではイギリスとは異なり，子育て支援の活動とし
て行うことが確認され，「赤ちゃんと絵本を通して楽しいひとときを共
有すること（Share book with your baby）」が理念として掲げられてい
る。

（2）  「ことばで育む親子のきずなづくり」をテーマに，2006年から運営さ
れている。絵本作家インタビュー，絵本やキャンペーン情報など，読
み聞かせをサポートするコンテンツ情報を提供している（http://mi-te.
kumon.ne.jp/）。

効果をより明確に示すことができると考えている。
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付記
　研究にご協力いただきました保護者の皆様と幼稚園・小学校

の先生方に心より御礼申し上げます。
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